
多様な主体によるアイヌ文化等の普及啓発活動のあり方検討業務（概要）

１．業務の概要 ２．民間企業等ヒアリング

３．多様な主体との連携による普及啓発活動のあり方 ４．「イランカラプテ」キャンペーンの方向性

■今後の課題等

 民間企業等に対し、事例紹介等のＰＲを含め、様々な形での支援等より多くの取組の
きっかけを提供していくことが重要。

 身近でかつ重要なカスタマーを対象とした舞踊披露や講演会の開催、社員研修等にお
けるアイヌ文化講座等の取り組みやすく、受け入れやすい活動から裾野を拡大。

 行政やアイヌ関連団体による積極的なサポートが重要。

ヒアリング結果及び検討会での議論により、３つの課題と５つの対応策を提示。

■調査の目的：
民間企業やＮＰＯなどの多様な主体との連携によるアイヌ文化等の普及啓発活動を促進
するため、
 アイヌ文化等に対する民間企業等のニーズ
 民間企業等が普及啓発活動を行う際の課題 等

を整理・分析し、今後の普及啓発活動のあり方について、その方向性を示すこと。

■検討会： 有識者により専門的な調査検討を実施（計４回開催）

座長 伊藤 直哉 北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院 教授

委員 岡田 恵介 財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構 事業課主査

嵯峨山 真 サッポロビール株式会社北海道本社 戦略企画部長

高堂 理 株式会社電通北海道 代表取締役社長

山村 高淑 北海道大学観光学高等研究センター 准教授 （50音順）

■ヒアリング結果のポイント：
 アイヌ文化等に関する取組を行った実績のある民間企業等計１１社を対象。

 多くの活動がここ１～２年に始まった活動。取組のきっかけは、①北海道との包括連携
協定、②「ウレシパ・クラブ」の活動、③担当者のイニシアティブが主な契機。

 ターゲットは、観光客、従業員、近隣住民等さまざまだが、アイヌ文化に触れたことがな
い点で共通。内容も、講演や古式舞踊披露など、アイヌ文化の“ファースト・コンタクト”と
なる取組。

■キャンペーンの目的：
アイヌ語の挨拶「イランカラプテ」（こんにちは）を普及させ、北海道のおもてなしのキーワード
として多くの道民・国民に認知されることを通じて、アイヌ文化に無関心であった人々にアイ
ヌ文化への更なる興味・関心を抱いてもらう。
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 北海道の「おもてなしのキーワード」とは、ハワイの「アロハ」、沖縄の「めんそーれ」のように、外
からの来訪者を迎える際の「定番の挨拶」として認知・定着することを意味。

 「おもてなしの精神」、ホスピタリティを体現するキャンペーン全体のメッセージとして、「あなたの
心にそっと触れさせていただきます」という趣旨を打ち出していく。

■実施期間： 平成２５～２７年度の３か年間を重点実施期間
（一過性で終わらぬようステップ・バイ・ステップで）

■推進体制： 平成２５年度早期に立ち上げ

「イランカラプテ」キャンペーン
推進協議会（仮称）

サポーター企業（仮称）

 ロゴマーク・キャッチフレーズを作成
 特設HPを設置してPR

■５つの対応策
(1) 行政によるイニシアティブ
 行政機関トップによるパブリシティ
 民間企業等が薄く広く賛同・参画し得

るような緩やかなプラットフォーム
(2) アイヌ文化の魅力の再定位
 ありのままのアイヌ文化から多様な魅

力を発掘、「見る、知る、体験する」とい
う形で多くの人々に伝える

(3) ワンストップ・サービス体制の確立
 民間企業等やアイヌの人々が様々な

取組の相談をできる窓口体制の確立
(4) 活動内容等に係る情報提供・共有
 取組事例の紹介を通じたきっかけの創

出、モチベーションの向上
(5) アイヌの人々の主体的な参画
 アイヌの人々と、行政・大学・民間企業

等が目的・ビジョンを共有し、建設的
パートナーシップを形成 等

民間企業等が普及啓発活動
を行う際の課題

きっかけがつかめない

魅力がわからない

リスクが不透明

アイヌ文化の魅力の
再定位

ワンストップ・サービス
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本検討会による対応策の提案
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プラットフォーム、ワンストップ・サービス
体制のイメージ

ワンストップ・
サービス窓口

民学官連携の
緩やかなプラットフォーム
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【キャンペーンにおける表記法】

（カタカナ） イランカラプテ
（アルファベット） irankarapte

 「人々が『イランカラプテ』という語に出会う機会を創
出・増加させる」というミッションを共有

 これまでの行政の取組では見られないような、参加機
関・企業等の自由な発想、創意工夫を尊重

 空港、駅等の公共施設、観光地や交通機関等での表
示拡大やソーシャルメディアの有効活用等にも取り組
む。

 「イランカラプテ」という語の出会いを通じて、アイヌの
人々との交流促進も期待。

その他
賛同者


